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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月22日(2011.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報機器と通信可能に接続され、それぞれ独立して表示のオン・オフ制御が可能な主デ
ィスプレイと副ディスプレイを備えた表示装置であって、前記主ディスプレイのステータ
ス情報を管理する管理手段と、
　前記情報機器のステータス情報を前記情報機器から受信する受信手段と、
　前記情報機器が取り得るステータス及び前記主ディスプレイが取り得るステータスの組
に前記副ディスプレイに表示するメッセージをそれぞれ関連付けたテーブルを予め保持す
る保持手段と、
　前記管理手段が管理する前記主ディスプレイのステータス情報と、前記受信手段が受信
した前記情報機器のステータス情報との組み合わせに従って、前記保持手段に保持された
メッセージを選択し、選択したメッセージを前記副ディスプレイに表示させる表示制御手
段と、
　を有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記受信手段により受信された前記情報機器のステータス情報が
映像を再生中であることを示しているにもかかわらず、前記管理手段により管理される前
記主ディスプレイのステータス情報が、前記情報機器が再生中の映像を表示していること
を示していない場合は、前記情報機器が映像を再生中であることを示すメッセージを前記
副ディスプレイに表示させることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記管理手段により管理される前記主ディスプレイのステータス情報が、前記情報機器
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が再生中の映像を表示していることを示していない場合は、前記主ディスプレイの表示が
オフのスタンバイ状態である場合、または前記主ディスプレイに前記情報機器が再生中の
映像とは異なる映像が表示されている場合を含むことを特徴とする請求項２に記載の表示
装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記管理手段により管理される前記主ディスプレイのステータス
情報が前記情報機器により再生中の映像を表示中であることを示しているにもかかわらず
、前記受信手段により受信された前記情報機器のステータス情報がバッテリ残量の減少を
示している場合は、前記情報機器のバッテリ残量が減少していることを示すメッセージを
前記副ディスプレイに表示させることを特徴とする請求項２または請求項３に記載の表示
装置。
【請求項５】
　前記管理手段により管理される前記主ディスプレイのステータス情報が変化したか否か
を判定する判定手段と、
　前記判定手段により前記主ディスプレイのステータス情報が変化したと判定された場合
は、前記情報機器のステータス情報の送信を要求する制御信号を前記情報機器に対して送
信する送信手段と、
　を更に有することを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の表示装置。
【請求項６】
　情報機器と通信可能に接続され、それぞれ独立して表示のオン・オフ制御が可能な主デ
ィスプレイと副ディスプレイを備えた表示装置の制御方法であって、
　前記主ディスプレイのステータス情報を管理する管理工程と、
　前記情報機器のステータス情報を前記情報機器から受信する受信工程と、
　前記情報機器が取り得るステータス及び前記主ディスプレイが取り得るステータスの組
に前記副ディスプレイに表示するメッセージをそれぞれ関連付けたテーブルを予め保持す
る保持工程と、
　前記管理工程が管理する前記主ディスプレイのステータス情報と、前記受信工程が受信
した前記情報機器のステータス情報との組み合わせに従って、前記保持工程が保持するメ
ッセージを選択し、選択したメッセージを前記副ディスプレイに表示させる表示制御工程
と、
　を有することを特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項７】
　前記表示制御工程は、前記受信工程により受信された前記情報機器のステータス情報が
映像を再生中であることを示しているにもかかわらず、前記管理工程により管理される前
記主ディスプレイのステータス情報が、前記情報機器が再生中の映像を表示していること
を示していない場合は、前記情報機器が映像を再生中であることを示すメッセージを前記
副ディスプレイに表示させることを特徴とする請求項６に記載の表示装置の制御方法。
【請求項８】
　前記管理工程により管理される前記主ディスプレイのステータス情報が、前記情報機器
が再生中の映像を表示していることを示していない場合は、前記主ディスプレイの表示が
オフのスタンバイ状態である場合、または前記主ディスプレイに前記情報機器が再生中の
映像とは異なる映像が表示されている場合を含むことを特徴とする請求項７に記載の表示
装置。
【請求項９】
　前記表示制御工程は、前記管理工程により管理される前記主ディスプレイのステータス
情報が、前記情報機器が再生中の映像を表示中であることを示しているにもかかわらず、
前記受信工程により受信された前記情報機器のステータス情報がバッテリ残量の減少を示
している場合は、前記情報機器のバッテリ残量が減少していることを示すメッセージを前
記副ディスプレイに表示させることを特徴とする請求項７または請求項８に記載の表示装
置の制御方法。
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【請求項１０】
　前記管理工程により管理される前記主ディスプレイのステータス情報が変化したか否か
を判定する判定工程と、
　前記判定工程により前記主ディスプレイのステータス情報が変化したと判定された場合
は、前記情報機器のステータス情報の送信を要求する制御信号を前記情報機器に対して送
信する送信工程と、
　を更に有することを特徴とする請求項６乃至請求項９のいずれかに記載の表示装置の制
御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の表示装置は、情報機器と通信可能に接続され、そ
れぞれ独立して表示のオン・オフ制御が可能な主ディスプレイと副ディスプレイを備えた
表示装置であって、前記主ディスプレイのステータス情報を管理する管理手段と、前記情
報機器のステータス情報を前記情報機器から受信する受信手段と、前記情報機器が取り得
るステータス及び前記主ディスプレイが取り得るステータスの組に前記副ディスプレイに
表示するメッセージをそれぞれ関連付けたテーブルを予め保持する保持手段と、前記管理
手段が管理する前記主ディスプレイのステータス情報と、前記受信手段が受信した前記情
報機器のステータス情報との組み合わせに従って、前記保持手段に保持されたメッセージ
を選択し、選択したメッセージを前記副ディスプレイに表示させる表示制御手段と、を有
することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、上記目的を達成するために、本発明の表示装置の制御方法は、情報機器と通信可
能に接続され、それぞれ独立して表示のオン・オフ制御が可能な主ディスプレイと副ディ
スプレイを備えた表示装置の制御方法であって、前記主ディスプレイのステータス情報を
管理する管理工程と、前記情報機器のステータス情報を前記情報機器から受信する受信工
程と、前記情報機器が取り得るステータス及び前記主ディスプレイが取り得るステータス
の組に前記副ディスプレイに表示するメッセージをそれぞれ関連付けたテーブルを予め保
持する保持工程と、前記管理工程が管理する前記主ディスプレイのステータス情報と、前
記受信工程が受信した前記情報機器のステータス情報との組み合わせに従って、前記保持
工程が保持するメッセージを選択し、選択したメッセージを前記副ディスプレイに表示さ
せる表示制御工程と、を有することを特徴とする。
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